ぴき い つ しょ おもしろ 

あるとき、 三十 疋の あまがえるが、 一 緒に 面白く 仕 

事 を やって 居りました。 

これ は 主に 虫 仲間から たのまれて、 紫蘇の 実 やけし 

の 実 を ひろって 来て 花ば たけを こしらえたり、 かたち 

の いい 石 や 苔 を 集めて 来て 立派な お 庭 をつ くつたり す 

しょ うば 、J 

る 職業 でした。 

こんなよ うにして 出来た きれいな お 庭 を、 私 ども は 

まめ 

たびたび、 あちこちで 見ます。 それ は 畑の 豆の 木の 下 

なら また あま だ 

や、 林の 櫓の 木の 根 もと や、 又 雨垂れの 石の かげな ど 

に、 それ は それ は 上手に 可愛らしく つくって あるので 



な は 自分た ちが 立派な 人に なった ような 気がして、 も 

ぅ大 よろこびでした。 さあ、 それ、 しっかり ひっぱれ、 

いい か、 よいと こしょ、 おい、 ブチ ュコ、 緦が たるむ 

よ、 いいと も、 そら ひっぱれ、 おい、 おい、 ビ キコ、 

そこ を はなせ、 緦を 結んで 呉れ、 ようい やさ、 そら も 

う 一 いき、 よお いやし や、 なんて まあ こんな 工合です。 

ぁリ 

ところが ある 日 三十 疋の あまがえるが、 蟻の 公園 地 

をす つかり 仕上げて、 みんな よろこんで 一まず 本部へ 

とち ゆ-つ ちち 

引き あげる 途中で、 一 本の 桃の 木の 下 を通リ ますと、 

そこへ 新ら しい 店が 一軒 出て いました。 そして 看板が 

かかって、 



で 一万 べん はかっても、 一分 も ヘリ はしませんでした 

「おいもう 一 杯お くれ。」 

「も 一杯お 呉れったら よう。 早くよう ご 

「さあ、 早くお 呉れよう ご 

「へいへい。 あなた さま はもう 三百 一 一杯 目で ございま 

すが よろし ゆ う) J ざ います か。 」 

「いいよう。 お呉れったら お呉れよ うご 

「へいへい。 よければ さし 上げます。 さあ、」 

r ゥ— ィ、 うまい ご 

「おい、 早く こっちへ もお 呉れ ご 

そのうちに あまがえる は、 だんだん 酔が まわって 来 



もじ や 堅めて、 ぺ ちゃんと 投げつ けました。 あまが え 

おそ 

る はすつ かり 恐れ入って、 ふるえて、 すきとおる 位 青 

くな つて、 その 辺に 平伏いた しました。 そこでと のさ 

まがえ るが おごそかに 云いました。 

「お前た ち はわし の 酒 を 呑んだ。 どの 勘定 も 八十 銭よ 

リ 下の はない。 ところが お前ら は 五 銭より 多く 持って 

いる やつ は 一 人 もない。 どうじ や。 誰か あるか。 無 か 

ろう うん I 

あまがえる は 一 同 ふうふうと 息をついて 顔 を 見合せ 

るば かりです。 とのさまがえる は 得意に なって 又は じ 

めました。 



のです からすぐ とのさまがえるの けらいに なりました _ 

そこでとの さまが える は、 うしろの 戸 を あけて、 前の 

二人 を 引っぱり 出しました。 そして 一同へ おごそかに 

云いました。 

「いい か。 この 団体 は カイロ 団 という ことにしよう。 

わし は カイロ 団長 じ や。 あしたから は みんな、 おれの 

命令に したが うんだ ぞ。 いい かご 

「仕方ありません ご とみんな は 答えました。 すると、 

とのさまがえる は 立ち あがって、 家 をぐ るつ と 一 まわ 

しまわし ました。 すると 酒屋 はたち まち カイロ 団長の 

本宅に かわりました。 つまり 前に は 四角だった のが 今 



といけ ない のです。 まだ 九 本し か 見つかりません ご 

蟻 はこれ を 聞いて r ケッ ケッケ ッケ」 と 大笑いに 笑 

い はじめました。 それから 申しました。 

「千 本 持って来 いという のなら、 千 本 持って行ったら 

いいじゃありません か。 そら、 そこに ある そのけ むり 

のよう なかびの 木な ど は、 一 つかみ 五 百 本に もなる 

じゃありません かご 

なるほど とみんな は よろこんで そのけ むりの ような 

かびの 木 を 一 人が 三十 三本 三分 三 厘ず つ 取って、 蟻に 

お礼 を 云って、 カイロ 団長のと ころへ 帰って来ました。 

だいき げん 

すると 団長 は大 機嫌です。 



もこん な 日の 長い 時に あんま リ少 い。 万 粒ず つがい い 

かな。 万 粒ず つ ひろって 来い。 いい か、 もし、 来な かつ 

じゅんさ わた 

たらす ぐお 前ら を 巡査に 渡す ぞ。 巡査 は 首 をシュ ッポ 

ンと 切る ぞ。， - 

あまがえる ども は みんな、 お 日 さまに まっさお にす 

きとお りながら、 花畑の 方へ 参りました。 ところが 丁 

度 幸 に 花の たね は 雨の ように こぼれて いました し 蜂 

も ぶんぶん 鳴いて いました ので あまがえる は みんな 

しゃがんで 一生 けん 命 ひろいました。 ひろいながら こ 

んな こと を 云って いました。 

「おい、 ビチ ュコ。 一万つ ぶ ひろえそう かいご 



今 考えて るんだ ご 

「全く だよ。 おっと、 急がない と大 へんだ ご 

「そうそう。 I 

さて、 みんな は ひろって ひろって ひろって、 夕方 ま 

でに やっと 一万つ ぶず つ あつめて、 カイロ 団長のと こ 

ろへ 帰って来ました。 

するとと のさ まがえ るの カイロ 団長 は よろこんで、 

「うん。 よし。 さあ、 みんな 舶来 ウェス キ ー を 一杯ず 

つのんで 寝 るんだ よご と 云いました。 

あまがえる ども も大 よろこびで みんな 粟の こ つ ぷで 

舶来 ウイ ス キイ を 一杯ず つ 呑んで、 キ ー ィキ— ィと寝 



急いで 鉄の 棒 を 取りに 家の 中にはい ります と、 その 間 

に、 目 を さまして いた あまがえる は、 寝て いた もの を 

ゆり 起して、 団長が 又 出て 来たと き は、 もう みんなち や 

んと 立って いました。 カイロ 団長が 申しました。 

「何 だ。 のろま ども。 今まで かかって たった これ だけ 

しか 運ばない のか。 何とい う 貴様ら は^ 気 地な しだ。 

おれな ど は 石の 九 百 貫 やそこら、 三十 分で 運んで 見せ 

るぞ。 」 

「とても 私ら に はでき ません。 私ら はもう 死にそう な 

んで すご 

「えい、 意気地なしめ。 早く 運べ。 晚 までに 出来な 



かったら、 みんな 警察 へやって しまう ぞ。 警察 で は 

シ ュ ツボンと 首を切る ぞ。 ばかめ ご 

あまがえる は みんな やけ 糞に な つ て 叫びました。 

「ど う か 早く 警察 へやって 下さい。 シ ュッポ ン、 

おもしろ 

シ ュ ツボンと 聞いて いると 何だか 面白い ような 気がし 

ます 」 

カイロ 団長 は 怒って 叫び 出しました。 

「えい、 馬鹿者め 意気地なしめ。 

えい、 ガ— ァァァ ァァァ ァァァ ご カイロ 団長 は 何 だ 

か 変な 顔 をして 口 を パタンと 閉じました。 ところが 

「ガ— ァァ ァァァ ァァ」 と 云う 音 はま だ つづ いています _ 



それ は 全く カイロ 団長の 咽喉から 出た ので はあり ませ 

ん でした。 かの 青空 高く ひびきわたる かたつむ リのメ 

ガホ— ンの 声でした。 王 さまの 新ら しい 命令の さきぶ 

れ でした。 

「そら、 あたらし いご 命令 だ ご と、 あまがえる もとの 

さまが える も、 急いで しゃんと 立ちました。 かたつむ 

りの 吹く メガ ホ— ンの声 はいと も ほがらかに ひびき わ 

たりました。 

「王 さまの 新ら しい ご 命令。 王 さまの 新ら しい ご 命令 _ 

一 個条。 ひとに 物 を 云いつ ける 方法。 ひとに 物 を 云い 

つける 方法。 第一、 ひとに もの を 云いつ ける とき は そ 



と 云いながら カイロ 団長の 肩に 綱の さき を 引っかけて 

やりました。 団長 もやつ と 覚悟が きまった と 見えて、 

持って いた 鉄の 棒 を 投げす てて、 眼 を ちゃんと きめて、 

石 を 運んで 行く 方角 を 見定め ましたが まだ どうも 本当 

に 引っぱる 気に はなり ませんで した。 そこで あまが え 

る は 声 を そろえて はやして やりました。 

「ヨウ イト、 ヨウ イト、 ヨウ イト、 ヨウ イト シ ョ。， - 

カイロ 団長 は、 はやしに つりこまれて、 五 へんば か 

り 足 を テク テク ふんばつ て つな を 引っ張 リ ましたが、 

石 はび くと も 動きません。 

とのさまがえる は チクチク 汗 を 流して、 口 を あらん 



かぎり あけて、 フ ゥフゥ といき をし ました。 全く あた 

リ がみん なくら くらして、 茶色に 見えて しまったので 

「ヨウ イト、 ヨウ イト、 ヨウ イト、 ヨウ イト シ ョ。， - 

とのさまがえる は 又 四へ ん ばかり 足 を ふんばり まし 

たが、 おしまいの 時 は 足が キク ッと 鳴って くに やりと 

曲って しまいました。 あまがえる は 思わず どっと 笑い 

出しました。 がどう 云う わけ かそれ から 急に しいんと 

なって しまいました。 それ は それ はし いんと してし ま 

いました。 みなさん、 この 時の さびしい ことと 云った 

ら私 はとても 口で 云えません。 みなさん はお わかりで 
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